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県
は
即
日
、
四
国
電
力
伊
方

原
発
８
号
機
（
伊
方
町
）
の
定

期
検
査
中
、
燃
料
を
保
管
す
る

プ
ー
ル
内
で
ク
レ
ー
ン
を
使
っ

て
つ
り
上
げ
て
い
た
燃
料
壹
答

体
が
「
落
下
」
し
た
こ
と
を
示

す
信
号
が
発
信
さ
れ
た
た
め
、

伊方S号定検伊
方
原
発
３
号
機
の
燃
料
プ
ー
ル
で
惠
検
用
ラ
ッ
ク
の
枠
に

乗
り
上
げ
た
燃
料
集
合
体
Ⅱ
加
日
午
後
（
四
国
電
力
提
供
）

；

装
置
に
正
し
く
入
ら
ず

Ａ
区
分
の
異
常
と
し
て
即
時
公

表
し
た
。
哩
日
に
も
８
号
機
原

子
炉
容
器
内
の
核
燃
料
を
取
り

出
す
準
備
作
業
中
、
核
分
裂
反

応
を
抑
え
る
制
御
棒
１
体
を
誤

っ
て
引
き
抜
く
Ａ
区
分
の
壹
蓉
雨

が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
県
は
同

紬
脚
防
鄭
縦
翻
耐
鵬
媚
崔
的
な
一

０

社
を
厳
重
注
意
し
た
。
実
際
に

は
燃
料
集
合
体
は
落
下
し
て
お

ら
ず
、
放
射
能
漏
え
い
は
な
か

っ
た
が
、
四
雷
は
作
業
を
中
断
、

損
傷
の
有
無
を
調
査
す
る
。
定

検
日
程
へ
の
影
響
は
不
明
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

県
や
四
雷
に
よ
る
と
、
加
日

は
８
号
機
の
燃
料
プ
ー
ル
で
定

検
の
た
め
に
原
子
炉
か
ら
取
り

出
し
、
次
回
運
転
で
も
使
用
す

る
予
定
の
燃
料
集
合
体
の
一
部

に
つ
い
て
、
集
合
体
下
部
の
格

子
部
分
に
燃
料
棒
が
問
題
な
く

固
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

点
検
で
は
、
直
方
体
の
燃
料

集
合
体
（
高
さ
約
４
届
、
縦
横

各
約
虹
覇
、
重
さ
約
６
８
０
欲
）

を
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
、
点

西
、
屯
喧
唾
鈩
Ｊ
シ
ェ
エ
強
ｒ
刃
弱
お
も

検
用
ラ
ッ
ク
に
挿
入
。
カ
メ
ラ

で
固
定
状
態
を
確
認
し
た
後
、

再
び
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
て

卯
度
回
転
さ
せ
次
の
面
を
確
認

す
る
作
業
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
午
後
２
時
別
分
ご
ろ
、
ラ

ッ
ク
に
集
合
体
が
正
し
く
挿
入

さ
れ
ず
、
枠
の
上
部
に
乗
り
上

げ
た
。
こ
の
た
め
ク
レ
ー
ン
に

か
か
る
荷
重
が
減
り
「
落
下
」

の
信
号
が
発
信
さ
れ
た
。

ク
レ
ー
ン
の
操
作
は
協
力
会

社
の
作
業
員
が
目
視
と
手
動
で

調
整
し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
。

同
４
時
塑
分
、
集
合
体
を
元
の

位
置
に
戻
し
た
。

別
日
夜
、
県
庁
で
あ
っ
た
県

と
四
電
の
会
見
で
、
四
電
担
当

者
は
「
手
順
通
り
や
っ
て
い
た

と
思
う
の
で
、
ミ
ス
と
は
思
わ

な
い
が
、
確
認
が
不
十
分
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
調
査

し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
県
は

「
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
お
り
大

変
遺
憾
だ
」
と
し
へ
四
電
に
再
一

発
防
止
を
求
め
た
と
し
て
い

る
。
原
子
力
規
制
庁
も
事
実
関

係
を
確
認
中
。
．
（
森
岡
岳
夢
）

缶


